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資料４ 



 

 

 

事務事業名 中小企業の経営健全化・人材確保等支援 ＳＤＧｓ  

連携市町 総社市、備前市、瀬戸内市、真庭市 

事業内容 

 小規模企業に対するセミナーや後継者確保支援事業等の実施 

 圏域内企業による合同説明会の開催と新規学卒予定者等への参加の呼び

かけ 

見込まれる

効果 

 販路開拓や後継者確保等が促進される。 

 企業の人材確保につながる。 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｈ29 年度 Ｈ30 年度 Ｒ1年度 Ｒ2年度 Ｒ3年度 計 

協議  実施    

0 千円 0 千円 1,010 千円 1,584 千円 1,584 千円 4,178 千円 

岡山市の

役割・費用

負担 

・セミナーや合同説明会の開催に向けた調整及び取りまとめ 

・連携中枢都市として、必要な費用を負担する。 

・共同で実施する事業については、岡山市が一括契約、支払いを行い、連携市

町へ必要な費用を請求する。 

連携市町

の役割・費

用負担 

・セミナーや合同説明会の開催に向けた調整 

・岡山市等と協議の上、必要な費用を負担する。 

重要業績

評価指標

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

連携市町からの合同説明

会への参加企業数 
－ 

8 社 

（令和元 3 年度） 

小規模企業向け 

セミナーの参加者数 
－ 

30 人／回 

（令和元 3 年度） 

 

 

  



 

 

 

 

  

事務事業名 食品製造業見本市共同出展 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 津山市、総社市、瀬戸内市、真庭市 

事業内容 首都圏で開催される食品製造業見本市への共同出展 

見込まれる

効果 

圏域のものづくり企業の一体的な情報発信や食品製造業の販路開拓・拡大につ

ながる。 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｈ29 年度 Ｈ30 年度 Ｒ1年度 Ｒ2年度 Ｒ3年度 計 

－ 実施     

 － 千円  7,341 千円 9,667 千円 10,544 千円  － 千円 27,552 千円 

岡山市の

役割・費用

負担 

・見本市の全体運営及び事前調整 

・岡山市内企業の募集取りまとめ、出展事務支援 

・事業広報及びＰＲ 

・連携市町と協議の上、必要な費用を負担する。 

・共同で実施する事業については、岡山市が一括契約、支払いを行い、連携市

町へ必要な費用を請求する。 

連携市町

の役割・費

用負担 

・地域企業へ事業の周知及び募集、出展事務支援 

・見本市当日の運営業務 

・岡山市と協議の上、必要な費用を負担する。 

重要業績

評価指標

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

商談成約件数 － 
980 件（累計） 

（令和 2 3 年度） 
調整中 



 

 

 

事務事業名 岡山型ヘルスツーリズム拠点化 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 真庭市、吉備中央町 

事業内容 

 ハラル対応を中心とした岡山独自のムスリム観光客受入体制整備 

 農業・農村体験等の観光メニュー化 

 郷土芸能・軽スポーツ等の観光メニュー化 

見込まれる

効果 

 ムスリムをはじめとする国内外からの観光客増加につながる。 

 観光客の滞在時間の増加につながる。 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｈ29 年度 Ｈ30 年度 Ｒ1年度 Ｒ2年度 Ｒ3年度 計 

実施      

35,683 千円 41,186 千円 56,459 千円 35,460 千円 － 千円 168,788 千円 

※Ｈ28 年度から実施 

岡山市の

役割・費用

負担 

・事業の実施及び取りまとめ 

・岡山型ヘルスツーリズム連携協議会の運営（事務局） 

・地方創生推進交付金実施計画等に基づきこれまでの連携事業をベースとした

費用を負担する。 

連携市町

の役割・費

用負担 

・事業の実施 

・協議会の会員としての参加 

・地方創生推進交付金実施計画等に基づきこれまでの連携事業をベースとした

費用を負担する。 

重要業績

評価指標

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

ムスリム観光客 

宿泊者数 

859 人 

（平成 27 年度） 

4,059 人 

（令和 23 年度） 

観光入込客数 
11,493 千人 

（平成 27 年） 

15,307 千人 

（令和 23 年） 

ハラル認証及び岡山おも

てなし基準を満たした 

店舗・施設数 

5 店舗（施設） 

（平成 27 年度） 

71 店舗（施設） 

（令和 23 年度） 

                     

調整中 

調整中 

調整中 



 

 

【新規】 

事務事業名 瀬戸内の海洋保全 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 
津山市、玉野市、総社市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、真庭市、和気町、早島

町、久米南町、吉備中央町 

事業内容 

 岡山地域の海ごみを考える取組として、年２回、連携市町で同時（同日）

に河川（海岸）の清掃活動を実施 

 「海ごみ」をテーマにしたフォーラム及びパネル展示の開催 

見込まれる

効果 

 定期的な河川（海岸）の清掃活動により地域のポイ捨て問題を市民・町民

に認識してもらう。 

 フォーラムやパネル展示による学び合い 

 市民・町民の多くがポイ捨てをしないという意識と行動の変容を促すこと

で、海ごみの削減を図る。 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｈ29 年度 Ｈ30 年度 Ｒ1年度 Ｒ2年度 Ｒ3年度 計 

－ － － － 実施  

 － 千円 － 千円 － 千円 － 千円 － 千円 － 千円 

岡山市の

役割・費用

負担 

・担当者会議の開催、情報の取りまとめ 

・岡山市内での清掃活動の実施及び回収ごみの処分 

・連携中枢都市として、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町

の役割・費

用負担 

・担当者会議への参加、情報収集 

・各市町域内での清掃活動の実施及び回収ごみの処分 

・パネル等の原稿案の作成 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績

評価指標

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

清掃活動への参加者数 － 
1,500 人／回 

（令和 3 年度） 

 

  



 

 

【新規】 

事務事業名 気候変動対策 ＳＤＧｓ  

連携市町 
津山市、玉野市、総社市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、真庭市、和気町、早島

町、久米南町、美咲町、吉備中央町 

事業内容 
 地球温暖化対策に係る共同実施事業の実施 

 地域循環共生圏の実現に向けた事業の実施 

見込まれる

効果 
圏域での二酸化炭素排出量削減につながる。 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｈ29 年度 Ｈ30 年度 Ｒ1年度 Ｒ2年度 Ｒ3年度 計 

－ － － － 実施  

 － 千円 － 千円 － 千円 － 千円 － 千円 － 千円 

岡山市の

役割・費用

負担 

・会議の開催及び連絡調整 

・情報収集及び取りまとめ 

・連携中枢都市として、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町

の役割・費

用負担 

・会議への参加 

・情報提供及び収集 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績

評価指標

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

共同実施事業数 － 
1 事業 

（令和 3 年度） 

 

  



 

 

 

事務事業名 官民協働事業の促進 ＳＤＧｓ  

連携市町 
津山市、玉野市、総社市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、真庭市、和気町、 

久米南町、美咲町 

事業内容 
市民団体等と行政の協働事業の実施及び交流会（事例報告会・研修会）等の合

同開催 

見込まれる

効果 

 課題解決を行う主体的な市民活動の広域展開が促進される。 

 市町の区域を越えて地域の課題解決を図る協働のパートナーの増加につ

ながる。 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｈ29 年度 Ｈ30 年度 Ｒ1年度 Ｒ2年度 Ｒ3年度 計 

実施      

10,170 千円 10,170 千円 10,170 千円 10,170 千円 10,170 千円 50,850 千円 

岡山市の

役割・費用

負担 

・広域での取組を視野に入れた「市民協働推進モデル事業」及び「ニーズ調査

事業」の実施及び報告 

・交流会等の開催 

・連携中枢都市として、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町

の役割・費

用負担 

・官民協働事業の事例収集及び報告 

・交流会等への参加又は岡山市との合同開催 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績

評価指標

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

官民協働事業交流会の 

参加者数 
－ 

240 人（累計） 

（令和 3 年度） 

      

 

  



 

 

(イ)地域内外の住民との交流・移住促進 

 連携施策：圏域内への移住・定住の促進 

事務事業名 移住促進連携 ＳＤＧｓ  

連携市町 全市町 

事業内容 

 岡山市移住・定住支援協議会を活用した移住相談会（東京・大阪・オンラ

イン）の共同実施 

 移住下見ツアーの共同実施 

 東京でのサテライト移住相談窓口「おかやまぐらし移住の窓口」の共同運

営 

見込まれる

効果 

 圏域への移住人口の増加につながる。 

 圏域の知名度を向上させることにつながる。 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｈ29 年度 Ｈ30 年度 Ｒ1年度 Ｒ2年度 Ｒ3年度 計 

実施      

23,940 千円 22,557 千円 24,130 千円 24,293 千円 24,293 千円 119,213 千円 

※Ｈ28 年度から実施 

岡山市の

役割・費用

負担 

・相談会、下見ツアー等の実施及び取りまとめ 

・連携市町と協議の上、必要な費用を負担する。 

・共同で実施する事業については、岡山市が一括契約、支払いを行い、連携市

町へ必要な費用を請求する。 

連携市町

の役割・費

用負担 

・相談会、下見ツアー等の実施 

・岡山市等と協議の上、必要な費用を負担する。 

 

重要業績

評価指標

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

圏域内市町の 5 年間の 

転入超過者数 

663 人（累計） 

（平成 23～27 年度） 

700 人（累計） 

（平成 28～令和 2 年度） 

「GYOSAN おかやま」

ページビュー（PV）数 

1,013PV／月 

（平成 29 年度） 

1,200PV／月 

（令和 3 年度） 

 



 

 

【新規】 

事務事業名 
パートナーシップ宣誓制度の導入促進及び都

市間相互利用 
ＳＤＧｓ 

  

連携市町 
津山市、玉野市、総社市、備前市、瀬戸内市、真庭市、早島町、久米南町、吉

備中央町 

事業内容 

 パートナーシップ宣誓制度に関する情報を共有し、宣誓要件等について意

見交換や調整を実施 

 パートナーシップ宣誓制度を導入する連携市町と都市間相互利用を実施 

見込まれる

効果 

都市間相互利用制度を導入することにより、多様性が尊重された都市圏の実現

につながる。 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｈ29 年度 Ｈ30 年度 Ｒ1年度 Ｒ2年度 Ｒ3年度 計 

－ － － － 実施  

 － 千円 － 千円 － 千円 － 千円 － 千円 － 千円 

岡山市の

役割・費用

負担 

・情報交換会の開催、情報の収集及び取りまとめ 

・宣誓制度の導入及び都市間相互利用に関する調整 

・連携市町と協議の上、必要な費用を負担する。 

連携市町

の役割・費

用負担 

・情報交換会への参加、情報の収集 

・宣誓制度の導入及び都市間相互利用に関する検討 

・岡山市等と協議の上、必要な費用を負担する。 

重要業績

評価指標

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

情報交換会の回数 － 
3 回／年 

（令和 3 年度） 

 

  



 

 

 

事務事業名 図書館相互利用 ＳＤＧｓ  

連携市町 
津山市、玉野市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、真庭市、和気町、早島町、久米

南町、美咲町、吉備中央町 

事業内容 関係市町住民への図書館資料の貸出し等のサービス提供 

見込まれる

効果 
図書館の利便性向上による利用促進につながる。 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｈ29 年度 Ｈ30 年度 Ｒ1年度 Ｒ2年度 Ｒ3年度 計 

実施      

1,100 千円 2,600 千円 3,780 千円 2,905 千円 2,905 千円 13,290 千円 

岡山市の

役割・費用

負担 

・担当者会議の開催、利用実績等のとりまとめ 

・相互利用による貸出し等の実施、調整及び広報 

・連携市町と協議の上、必要な費用を負担する。 

・共同で実施する事業については、岡山市が一括契約、支払いを行い、連携市

町へ必要な費用を請求する。 

連携市町

の役割・費

用負担 

・担当者会議への参加 

・相互利用による貸出し等の実施及び広報 

・岡山市等と協議の上、必要な費用を負担する。 

重要業績

評価指標

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

住民一人あたりの 

年間貸出冊数 

5.9 冊 

（平成 27 年度） 

6.0 冊 

（令和 3 年度） 

 

  



 

 

【新規】 

事務事業名 広域連携による火葬場の建設・運営 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 瀬戸内市 

事業内容 瀬戸内市新火葬場（仮称）の建設及び運営 

見込まれる

効果 
建設費・運営費の削減が期待できる。 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｈ29 年度 Ｈ30 年度 Ｒ1年度 Ｒ2年度 Ｒ3年度 計 

－ － － － 実施  

 － 千円 － 千円 － 千円 － 千円 － 千円 － 千円 

岡山市の

役割・費用

負担 

・連絡会議への参加 

・事業内容の協議及び助言 

・対象となる建設費用の 1/2 以内を毎年度の実績額に応じて負担する。 

・協定で定めた割合に応じて、運営費を負担する。 

連携市町

の役割・費

用負担 

・火葬場の建設及び運営の実施 

・連絡会議の開催 

・事業内容の協議 

・事業全体に係る経費を負担する。 

重要業績

評価指標

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

施設稼働  
施設稼働 

（令和 6 年度末） 

 

  



 

 

【新規】 

事務事業名 岡山芸術創造劇場を活用した文化連携 ＳＤＧｓ 
 

連携市町 津山市、総社市、備前市、瀬戸内市、赤磐市、真庭市、早島町、吉備中央町 

事業内容 

 関係市町で行われている文化事業・イベントなどの広報等の情報共有や情

報発信の相互協力 

 新劇場で制作した作品やワークショップなどのコンテンツを関係市町で

実施 

 関係市町で行っている文化事業・イベントなどを新劇場の舞台で実施 

 関係市町と共同して創造作品を制作 

見込まれる

効果 

新劇場を拠点とし、関係市町が文化事業・イベント連携を図ることにより、圏

域の文化力の向上に資する。 

工程及び 

事業費 

（見込額） 

Ｈ29 年度 Ｈ30 年度 Ｒ1年度 Ｒ2年度 Ｒ3年度 計 

－ － － － 方針決定  

 － 千円 － 千円 － 千円 － 千円 － 千円 － 千円 

岡山市の

役割・費用

負担 

・岡山芸術創造劇場を活用した文化連携事業の方針決定に向けた各関係市町と

の協議及び取りまとめ 

・連携市町と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

連携市町

の役割・費

用負担 

・上記協議への参加、情報収集や情報提供 

・岡山市等と協議の上、必要に応じて費用を負担する。 

重要業績

評価指標

（ＫＰＩ） 

指 標 基準値 目標値 

施設稼働 ― 
施設稼働 

（令和 5 年度） 

方針の決定 ― 方針の決定 

 

 


